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エリートツリーの開発と特定母樹による普及

育種部長　高橋　誠

エリートツリー（第2世代以降の精英樹の総称）

は、平成23年度に関東育種基本区で18系統のス

ギエリートツリーが最初に開発されました。それを

皮切りにスギ、ヒノキ、カラマツ、トドマツ等、主

要な林業樹種で開発が進み、令和4年度末現在、

全国で1,145系統のエリートツリーが開発されるま

でに至りました。

今後の健全な森林整備のためには、遺伝的に多

様な優良種苗を用いることが重要であり、このよう

な遺伝的多様性の確保という観点から全国の各地

域（育種基本区）で、多数のエリートツリーの開発

が進んでいます。

また、エリートツリーの普及にあたっては、間伐

等特措法に基づき特定母樹の指定が進められてい

ます。現在、エリートツリー等の中から、特定母樹

の指定基準を満たす優良な系統506系統（令和5年

9月現在）が特定母樹に指定されています。

エリートツリーや特定母樹の優れた成長性が、林

業の収支改善や二酸化炭素の吸収・固定にプラス

の効果をもたらすと期待されています。「みどりの

食料システム戦略」（農林水産省）や「森林・林業

基本法」（林野庁）といった国の施策にもその活用

が位置付けられ、普及が加速しつつあります。

これらのエリートツリーを主体とする特定母樹の

更なる普及促進のためには、エリートツリー等の優

れた特性について森林・林業関係者に理解を深め

ていただくことが重要です。このため、特定母樹に

指定されたエリートツリーの実際の林地における生

育状況を確認し、従来の苗木の成長等と比較でき

る展示林の整備を進めています。

また、特定母樹から生産した種子や穂木（種穂）

からの苗木（特定苗木）の生産が進むためには、事

業的な規模で種穂を生産するための採種園や採穂

園への特定母樹系統の導入が進むことが重要です。

一方で、特定母樹は指定されている系統数が多く、

どの系統を選定すべきか判断に迷うことがあるとお

聞きします。

このため、各地域において採種園や採穂園に導

入する系統を選定する際の一助として特定母樹に

指定されたエリートツリー等の特性表の作成・公表

を進めており、最初の特性表を今年度公表するべく

準備を進めています。

展示林の整備にあたっては、展示林の設定に適

した用地の確保や設定後の適切な保育が、特性表

の作成・公表にあたっては、そのベースとなる特

性データを幅広く集積する必要があります。このた

め、林木育種センターでは、都道府県や森林管理

局等の森林・林業関係機関・関係者と連携を図りな

がら必要となる調査・研究等を進めていきます。
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